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このたびは本品をお買いあばいただを 
まことにありがとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいて<ださい。 

♦取扱説明書を紛失された場台は、お 
買上げの販売店にごホ目談ください。 
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安全のためにぶ、ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品をを全に正しく使巧するために、必ずお守りいただく 
ことを説明してレます。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 



A 筒缴 DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ危険、また 
は火災の危険が差し迫って生じることが類定される内容を示しています。 

A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ可能性、ま 
たは火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性や物的損 
害の発生び想定される内容をおしています。 



>お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0(g)®® 

この絵表示は、「禁止」さ 
れている内容です。 

か © 

この絵表示は、必ずして 
いただく「指示」内容です。 


AA 


この絵表示は、「ミ主意」し 
ていただ < 內容です。 


>説明文中の r お願い」事項は、本機を誤りなく正しく 
お使いいただくための内容が記載されています。 


A 后険 （ DANGER ) 


★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い細ま、絶対に使用しないでください。 
少量の混入で を、 乂がの原因になります。 


1^1 


A 警告 （ WARNING ) 


★換気お要 

•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不ちずると、不完全燃焼し、一酸化炭素などが発生して中毒になるおそれびあります。 
•使用中は必ず 1 時間に 1 〜 2 回 （ 1 〜 2 分)換気して、巧辭な空気を補給してください。 

(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 


★スプレー宙厳禁 

スプレー宙やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでくださし、。 
熱で宙の圧力び上びり、爆発し、危険です。 



★カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用しないで < ださし、。 
ストーブの前に可燃物を置かないでくだごい。 

ストーブの熱気で着火して、火災の原因になります。 


★巧類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥ずるとストーブの熱気でゆれて落下して、火災の原因になります。 

★寝るとさ消义 

寝るときやが出するときは、必ず消火し、火が消えていることを確認してください。 
予想しない事故び発生するおそれびありまず。 




★給油時消乂 

給油は、必ず消火し、ス I ブの温度び充分に下がってからおこなってくださし、。 
火災の原因になります。 


女油漏れ危険 

•給油ロロ金は確実に締めてください。 

給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを確かめて<ださい。 

給油口□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□口金びはずれて、火災の原因になります。 
•油タンクから油び漏れる巧態では絶対に使用しないでください。火災の原因になります。_ 

★可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するちの(ガソリン、ベンジン、シンナー） 
や、スプレーを使用しないでください。 

乂災や故障の原因にな 0 ます。 












































女ほこりの除去 

反射板、置台、製品内部のほこりをとをどき除ましてください。 

前板の下から燃焼用空気を吸込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラにミ主意してください。 
ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や火災の原因になります。 


〇 


★移動•運搬ずるとをの注意 

•ストーブを移動ずる塌合は、必ず消乂し、ス I ブの溫度び巧货下がってから、油タンクをお0,中,し、 
傾けないよラに静かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、空池ケースか5乾霉池を取りはずして、油タンクを 
取り出し、油受けざらの巧油を必ず抜いてください。 

運搬の途中に好油がこぼれて、周囲を巧すおそれがあ0ます。 

異常時使用禁止] 解!) 

におい、ずすの発生、がの色など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 

緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消义してください。 



燃焼筒のガラス割れ使 用禁止 

燃焼筒の外筒(ガラス)び欠けたり、割れて破損したままのが態では、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼を起こした0、すすび発生するおそれびあ0ます。 

正常燃焼の 確認 

燃焼中は時々がを見て、正常燃焼していることを腫かめてください。 

しんび上びりずぎたり、燃焼筒びずれていると、すすび出て異常燃焼を起こして危険でず。 

★高温部 接触禁ぶ ■ . 

燃焼中や消火直後は、高温部、天板(ストーブの上面)やガードに手などふれないよラ注意して H 
<ださし)。 み^' 

やけどのおそれびあ0まず。 ^ 

女 局電圧 註:思 I 

点火装置は、点火時に高電圧が発生します。点火プラグに不用意にさわ5ないで<ださい。を苗号 
感電のおそれびあります。 = 

掃除、点檢■手入れをずるときは、必ず乾電池を取りはずしてからおこなってください。 ^ 

★ふく射熱に長時間あた 島な。 

ス I -- ブの間近でみ<射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症がになるおそれび S 
あじまず。 , 

とくに、幼いおモ様やお年寄り、体の不自由なちや病気のちなどの暖房には充分にを意して M 
ください。 


〇 

を 指示 

r 巧 

_ 

■0 

使用禁止 

確認 

1 ® 



’接独禁止 


显 

感電注意 

左 

やけどを意 


★居室内給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 

火災のおそれびあります。 

★変質阿油禁止 

変質な油(持ち越した灯油など）、不純な油(好油总外の油■水.ごみが混入した灯油など）を使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼や故障（しんが下がらない、点火でさない、火び消えない)の原因になります。 

★燃；焼中 移動禁止 

火のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると义災になるおそれびあ0ます。 


0 

禁止 

§ 

0 


A ま意に AUTI0N) 


女やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接触によつて、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 


A 警告 (WARNING) 










5 全のためにがずお守りください 


A ま意に AUTION) 


★巧震自動消义装置の作動確認 

使用開始時と、使用中は1箇用こ1回上、対震自動消火装置を作動させて確実に消火ずることを確かめてください。 
確実に消火しないと去は使用しないで、ずぐに修理して<ださい。 

★ 純正部品の使甩 

しんなどの部品は、必ずトヨストープ純正部品(指定された部品)を使用してください。 

純正部品を使巧しないと、ストーブのせ能を損なラばかりでなく、故障や予想しない事故び発生するおそれびあります。 

★分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら使用しないで<ださい。 

ストーブは絶対に改造して使用しないでください。不完全な修理や改造は危険です。 

^を媒、脱臭フィルター使用禁止 

市販の軸媒や脱臭フィルターをストーブに取り付けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでください。 

異常燃焼や乂災の原因になります。 

★お子様やお年寄りのご使 用にミま意 

お子様やお年寄り、体の不自由なちがお使いになる場合は、ス I ''ーブの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接輔によるやけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人び充分に注意してください。 



f 

分辭禁止 

0 

巧巧禁止 

A 

ま意 



C が平でない場所、不ををな場所 ) — 

•傾斜した塌巧や振動の激しいところでは、使用しないで•風 
ください。 炎 

対霞自動消乂装置び誤作動することびあ0ます。 掃 

• しっかりしたじよラぶな床面で使用してください。 •部 

•移動車両の中や、不安定な台の上で使巧しないで<ださい。 つ 
転落したり、火災になるおそれびありまず。 起 

C 暖炉などストーブび囲われる場所 ） な 

•瞩炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしない•落 
で < ださい。 广声 

义がの原因になります。 传 

0まこりや湿気のをい場所) •苗 

•粉類や繊維を取扱ラ場所や温室•養鶏塌など、塵やほこりの广司 
をい場所では使用しないでください。 ^ 

燃焼用空気(酸素)を取入れる箇所び目づま〇状態にな0、異 •些 
常燃焼を起こすおそれびあ0ます。 


( 温室• 飼育室など人のいない場所 

•使用糧境の変化で、予測しない事故び発生するおそれが I 
_ありまず。_ 原 

★可燃物（木壁、合板、ふずまなど ）との距離を離ず 

•ストーブから可燃物との距離は、ち國の指定な上の距離を保つよラ 
にして < ださい。 

♦ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1 mm 上あけてください。 
•上方の棚などからの落下物びないぶラにしてください。 

• カーテンなどびストーブにふれないよラにして<ださい。 

♦ 家具等からは充分な距離をとつてください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります。） 


風のあたる場所、部屋の出入□、屋外 ) 巧用禁止 

■風のあたる場巧や屋外では使用しないでください。 

炎が出て危険です。 

掃除機の排気びあたらないよラを意してください。 
•部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかったり 
つまずく場所で使用すると、転倒して事故や火災び 
起さるおそれびあ0ます。 

r 不安定な物をのせた棚などの下') 

•落下物によ0火災び起きるおそれびありまず。 
r 直射日光のあたる橋巧、温度の高い場所） 

• 異常燃焼を起こすおそれびあります。 

■油タンクのに[油びあふれ出て火災のおそれびありまず。 

r 可燃性ガスの発生する場所、またはたまる榻巧） 

• 爆発や火災の原因になります。 
r 理•美容院、クリ-ニング店などスプレ-ゃ化学！品を使ぅ場巧： ) 

•化学囊記びストーブの熱で変化し、器具の故障や、腐 
食性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷める 
原因となります。 


巧 





日 Ocm 距離 
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ImW 上- 


































願い （NOTICE) 





















使用前の準備 


4 ガードを、ちとの位置に閉じてく 
ださい。 




■ 


■ 





悪い保管 

直射曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室外の保管 



0 


良い保管 




竊れたままでず。 


X ガソリン 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけます 
(义の気のない巧でおこなってください） 


•誤ってガソ U ンなどの燃料を使用したことびわかったとをは 
あわてずに、緊急消火ボタンを押して消义して<ださい。 

• 変質灯油(持ち越した灯油など)、不純灯油(な油外の油，水- 
ごみび混入した打ミ由など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因にな0ます。 

•市販されている助燃剤(添加剤)は使用しないで < ださし、。 

異常燃焼を超こすおそれびあ0ます。 

雜な油の保管のしかた >CN 


•打油は必ず火気、雨水、ごみ、高温 V 

および直射曰光を避けた場所に保管 
してください。 rariO " 

• 灯油の容器は専用のされいな容器を 
使用して<ださい。またの油容器は 品。 ^ 
必ず JIS 認定品で色つきの灯油専用 り。 | 。 I 、り 
容器を使用してください。 f % 

• 灯油容器内のな油びかないと温度変 g 

化により結露して水びたまることび I I i I 、 
あります。 

• ドラムをなどで、長期間大量に保管しないで<ださし、。 
■お子様の手のとどかない所に保管してくだごい。 


0 


が巧臟) 
A バり 


C 変質灯油とは 

• ちい灯油。（ひと夏持ち越した巧油） 
•長期間、曰光の当たる場巧や、湿度の 
离い場所に保管した灯油。 

•容器のふたび開けてあったり、亂白色 
の容器で保管したな油は変質しやすい。 
• 変質のひどいちのは黄色味をおびたり、 
すっぱいにおいびします。 

• 変質を防ぐため好油は翌シーズンに持 
ち越さないよラにしで < ださい。 


/ ちいな巧は 
\语わないで^ 


0 

I 使用禁止 


し _ 不純好油とは 

•巧油掛列■の油(ガソリン、シンナー、天ぷ 
ら油、機械ミ由、重油など)びほんの少、しで 
を混入した'巧油。 

♦ 水やごみび混入した灯油。 


0 

使用禁止 



/灯油むがの\ 
油、か、ごみを 
\入れないでノ 


燃料 

® 燃料は灯油 ( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 

® 変質な油、不純な油は、絶巧に使用しないでください。 


ガードのち下すみをかし持ち上げ 
て手前に引さ、ガードを開けて< 
ださい。 


燃焼筒を納めている包装材を 
取り除さ、燃焼筒を取0出し包 

てくだごい。 g 

巧 



燃焼筒をセットする 


ストーブを取り出ず_______ 

1包装箱に表示してある r 包装の内容」をごらんになったうえ 
I で、包装箱から包装巧をおり除を、製品を傷付けないよラ 
におり出してください。 

お願い-- N 

、必ず取り除いて< ださい。 



びびお 
り上す 
ぴさこ 
上浮起 
を。を 
巧い焼 
のさ燃 
。だ常 


舞い。 


W <異すあさご 
筒て、まび巧だ 
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をびめ 
み筒か 
ま焼確 
つ燃か 
筒、る 
巧しい 
燃かて 
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ち用前の準備 


給油のしかた 


このストーブには、給油の目ちを示す「給油サイン J びついています。ストーブを使用するときは、 
ときどき給油サインを見て、灯油びあるかどうか確認し、巧油びなくなる前に給油してください。 
油タンクに灯油びあるとさは、 r 給ミ由サイン」の色は r 緑」ですび、巧油びかなくなると r 赤 J に変わり 
ます。 

r 給油ヴイン」の色び r 赤」になりましたら、消火して給油してください。 



給姓サイン 


A 給ミ由は、必ず义の気のないところでおこなつてください。 

心之 /： t m 义災のおそれびあります。 


油タンクを取り出ず。 

♦油タンクを取り出し、給ミ由口 
□金を、左「〇」に回してお 
りはずしてくださし、。 

• 附属品の r □金開閉具 J を使用 
しますと、巧油で手を巧さずに 
給油□□金の開閉びでをます。 

♦給油□□金を取りはずす前に、 
巧端の弁部を押すと、給油 □ 
□金び開けやす < な0ます。 

油量計を見なが5給油 
ずる。 

• 市販の給油ポンプの先端をジ 
ャバラの手前まで差し込んで、 
油量計を見なびら給油して< 
ださい。（ホースび抜けないよ 
ラにミ主意しなび5給油してく 
ださい。） 

• 口油は、油董計のほぼ上部(ち 
図の♦給油位畳)まで給油し 
てくだ さ 

入れ過ぎますと、あふれ出る 
ことびあ0ますので充分ま意 
して < だごい。 



お巧□□を 




^おミを位田^ 




-お願い一- 

■油タンクの中にあるにぼれまお」の弁 
び、給油口の近くまで上びっていると 
きは、弁を下へ押し下げてください。 
♦油タンクの中にあるにぼれま爸」は、 
給油□□金びはずれたとさに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、お0はずごない 
で < ださい。 


給油口□金をち ro 」 に 

回して、しつかり締める。 お油ロロを•爵 


おな口 






〔本巧用の給油□□を】 



•油タンクから油び漏れる状態 
で使用しないでください。 
义災のおそれびあります。 

•同時にる数の油タンクに給油 
する場合は、類が している 給 
油□□金があ D ますので、間 
違えないようにしてくださし、。 
油びでな<なった0、が障の 
原因にな0ます。 

•灯油容器のふたを、しっかり 
締めておいて < ださい。 

こぼれた I 灯油はよくふ 
を取る。 

• こぼれた巧油は必ずされいに 
ふさおってください。危険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にちなります。 

油タンクをセツトずる。 

* 附属品の r 口金開閉具」を使用 
した場合は、「□金開閉具」を 
取0はずして < ださし、。 

•油タンクを、本体に正しく、 
ゆつ<りとセットしてくださ 
し、。 


-お願い- ' 

オート給ミ由ポンプ(白動停止装置付)を使用ずる場合 
•巿販のオート給ミ占ポンプ(自動停止装置巧)のなかには、 
「こぼれま栓」と干渉して、次のよラな不具合状態にな 
0、正し<給油でをないをのびあります。 

〔不具合〕1スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのセ 
ンサー部の位置(方向)を変える。 
(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。 I 打油びあふれてしまう。 
(処置）•ポンプの取扱説明書にしたびつ 
て、固定員の位置を調節する。 
•上記の処置をしてを正しく給油でをない場合は、直ち 
に給油を中止し、他の給ミ由ポンプ(手動式ポンプなど） 
を使用して、正しく給油してください。 



A 警告 


給油ロロ金は確実に締めて 
ください。給油□口金を下 
にして、油漏れびないこと 
を確かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めた 
りすると、簡単に給油 □□ 
金がはずれて、义災の原因 
になります。 


〇 
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便いり T こ 


しん調節つまみを「点乂」の方向へゆっくり回す。 

•しん調節つまみの目印を r 点乂」 •—►- 

のち向（〇)にゆっくり完全に 
止まるまで回してください。 

(しんび上びり点火します。）’…- '71 费 W 

•点火操作の途中で「ビィー J と言/ 

ラ放輩音びしますび、しん調節 目印 

つまみはそのまま止まるまで回 ) 

してください。 

•しん調節つまみび、止ま6ずに戻ってしまう場合は、 
一旦、しん調節つまみを「緊急消义位置」（消火装置 
セット)の方向（>0へ回してくだごい。▼印まで、回 
せない場合や硬い場合は、しんにタールびついてい 
ます。しんの手入れ（か6焼をク U —ニング）または、 
新しいしんと交換してくだごい。 

乂が着いたことを確認ずる。 

•火び着いたことを確認した5、手をしん調節つまみか 
らゆっくりはなしてくださし)。 

•火び着いた後ちしん調節つまみを回しをったままです 
と、乾電池の消拜び早くなります。またカーボンが付 
着して、点火しにくくなる原因になります。 

点义しにくい塌含は 

•点乂プラグ付近か5白煙び出て点火しにくい場合は、 
しん調節つまみをかし戻してか5、再び 
r 点义 J のち向に、ゆっくり止まるまで回ずと点义しや 
すくなります。 

•12 ぺージの「しんの修正」の項も参照してくださし、。（ゆ 
っくりと操作することびコツです。） 

• しんにタールや力ーボンび付這したり、点火プラグび 
巧れてくると、点火しにくくなります。■►しんの手入 
れ、庶义プラグの掃除をおこなってください。 

(11、12、14ベージ参照） 

• 乾電池の電圧び不充分で点义しにくし、場合は、新しい 
乾電池〔単二形乾電池4個〕をご購入のラ元交換してご 
使用ください。 

燃焼筒のセットを確認する。 五 

点火操作を、燃焼筒つまみを左ち 

に2〜3回動かし、燃焼筒び正し 苗亡-:：3=旨 

くしん調節器にセットされている 

か、しんの上にのっていないかを 

必ず詩めてくだごレ。 


•ストープの上方や周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してくだごい。可燃物びあると火災の 
おそれがあります。 

♦ストーブび水平でを定した場所に設置してあることを確認してください。 


点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節 
器にセットされているかどうか、燃焼筒つまみを左ち 
に2〜3回動かして、スムースに動くことを確認して 
<ださい。 


点乂のしかた 


•しん調節つまみを、 r 燃焼 J の方向（〇>)に、ゆっくり止まるまで 
回しますと、巧震自動消火装置び自動のにセットされます。 

巧震自動消火装置びセットでさない場合は一旦しん調節つまみを 
「緊急消义位置 J (消火装置セット)のち向（りへ回してください。 
•この操作をおこないますと、点火することびあります。 


•初めてお使いになるとをは、点乂後、器具に付着しているほこりや油び 
焼けるにおいびしますび、しばらくお使いいただければにおレはなくな 
ります。 

•点义後しばらくの間は、炎びを定せず、「ボッ、ボッ、ボッ J と燃焼音び 
しますび、異常ではありません。しば6くすると炎び安定し、音びしな 
<な0ます。 


-お願い- 

使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ(か 
5焼きク IJ — ニング）をしたときは、縱由を 
約15分!^ソ上待って、しんに巧分なな油び吸い 
上げ5れてか5点火してください。巧分に吸 
い上げ5れていない状態で点义しまずと、し 
んを傷めまず。 


しん調節つまみを「点火」 
のち向へゆっくり回ず。 

しん調節つまみの目印を r 点义」のッ 
方向（〇)に、ゆっくり完全に止 
まるまで回して < ださし、。 


マッチや市販の点火用ラ 
イターで点乂する。 

•ガードを開けて、燃焼筒つまみ 
をちかをに動かしてか6、持ち 
上げ、マッチや市販の点义用ラ 
イターなどを使ってしんに火を 
着けて < ださい。 

•たばこ巧のライターで点义しな 
いで < ださい。 

•マッチで点义した場合は、マッ 
チの燃えかすをしん付近や器具 
巧に落としたり、置台の上に置 
かないで < ださい。 

事故や乂災の原因になりまず。 




燃焼筒のセットを確認する。 

♦火び着いたことを確認した5、 

燃焼筒つまみを左ちに2〜3回 
動かし、燃焼筒が正しくしん調 S ?- —— ? f 

節器にセットされているか、し J おがさ如 

んの上にのっていないかを必ずレ^^ 

確かめてください。 

ガードを閉じてください。 ' ~ 

•マッチや点乂用ライターで点乂したときは、火び着い 
たことを確認したら、しん調節つまみをかしだけ（点 
火した火び消えない程度に）消乂の方向に回してみて、 
引っかか0びなくスムースにしんび下げられることを 
確認してから、をラー度しんを上げて使用してくださ 
い。 

しん調節つまみびスムースに回らないときは、燃焼筒 
を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点火操作を 
始めからやり直してください。 








ミいかた 


炎の調節のしかた 


•巧の調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 


しん調節つまみを回して炎を調節するときは、のイラストをよく見て、おず正常燃焼の範固で 
使用して < ださい。 


な誠 最大正常謹のときのがの長さは、 


内炎板から！〜2加でず。 


異 常 



しんの上げすざ 
(がび大をく伸びている） 


すすや一酸化炭素び 
を < 発生する 


正 常 



最大正常燃焼 


炎び内炎板から 
1〜 2 an 出る状態 


正 寓 


〇 






最小正常燃焼 


赤熱部を体びホ熱して 
炎びかし化てレる状態 


異 常 


X 


W 

• • 一--' 


しんの下げすぎ 
(赤熱部び巧分にホ熱しない） 


においや一酸化炭素び 
多く発生する 


( D がの大ささは上図のように、正常燃焼の節囲でご使用ください。 

•点乂後5分ほどで、燃焼筒の下部び徐々に赤熱し(赤くなる)、炎び上びってをます。 

10分ほどで、がは全周ほぼ揃いますので、しん調節つまみを回して炎を正常燃焼の範囲に調節してくだ 
さい。 

•炎は全周巧一には揃いません。上図 が fig な就 のイラストのように4つに割ります-前後をちに伸び 
た炎の長さは、それぞれ異なりますび、その比率び1巧2.5くらいでも正常です。 



乂力を弱くする場さのま意 


•义力を弱くした場合でち、燃焼筒の下部の赤熱部び、巧分に赤熱している状態で使用してください。 
•あま0火力を旨旨<すると、においや一酸化炭素びを<発生し、しんに夕ールび付着します。 


しんの高さ調節（でるでるお）について 


《の大きさは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの莫化によってルさくなってくることびあります。 

レん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてち、燃焼筒やしんの《化などで炎び大きくな6ないときは、のぺージの厂^ 
で る’おの便いか た1の項を参照して、しんの高さの調節をしてください。 

•変質巧油や不純な油を使用してしまい、しんに夕ールび付着したり、水を含んでしまったときは、炎び大きくならないとともに、しん 
の上下操作び重くなります。このよラなときは、14ベージ季又巧をする I の項を参照してしんの手入れをしてください。 


Ik 


消乂のしかた 


A 警告 : 

慢ると走や巧出するときは、必ず义がミ肖えていることを確認してください。 

予想しない事故び発生ずるおそれびありまず。 

〇| 

. 1 


消义 J 


通常の消乂の場合 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消乂位置 J まで、ゆっくりと回ず。 

しん調節つまみの目印を「消乂 J のち向（〇)へ r ニオイセーブ消义位置」までゆっくり止まるまで回し 
て<ださい。（速く回すとにおいび出やす<な0ます。） 

消乂を確認ずる。 

• においをみなくするため、3〜5分程燃焼(がび一部残る）して消火します。 

• しん調節つまみの目印びにオイセーブ消火位置」にあり、火び消えたことを必ず確認してください。 


vaw 巧 M 

'A けい ' 卜 I > 



緊急の消义の場合 


@緊急消乂ボタンを押ず。 

急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 

しん調節つまみの目印び r 緊急消火イ立置」にあり、乂び消えたことをおず確認してください。 

•緊急消火ポタンを巧しても、しんび下びらず、消火でさない場合は、しん調節つまみを回して、しんを 
下げてください。 

それでをしんび下がらない場合は、油タンクを取り出し、火び消えるまで燃やしをってください。 












緊急消乂ボタンを押す。 

緊^^、ミ^乂ボタンを押してしんを完全に下げた状態でなぃと、でるでるっまみ 
をはめ替えることびできません。 


しん調節つまみ引き抜く。 

でるでるつまみを引つ張り、でるでるつまみの®叉は®印の巧のいずれかを、 
固定ピンの凸部にはめ替える。 

①か6⑨の巧へ、③から⑤の巧へはめ曾えることによ0、しんの高さはそれぞれ約2晒〜1瞧高くな 
り、炎が大さ<なります。 

逆に、炎をルさくする場合には、⑤を⑥に、③を①にはめ替えます。 


でるでるつまみ 


でるでるごまみの位 g 

の 

③ 

③ 

しんの高ご 

約 Qmtn 

約11圆 

約 12 mm 



回す 


4しん調節つまみを取り付ける。 

’しん調節つまみの目印を r 穀急消义位置」に合わせて、お0巧けて<ださい。 



巧震自動消乂装置 


巧震自動消火装置は、ストーブ本体び地霞(震度約5 L ツ上)や強い振動、衝擊を受けたとを、义がなどの危険を防ぐために自動 
的に消义させるを全装置でず。 

地震によつて作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど罵常がな 
いことを確認した後、再点火してください。 


巧震自動消乂装置の取巧い上の注意 


•通常の使用時には、しん調節つまみを回して消义してください。消义の都度に巧震自動消火装置を作動させますと、臭気び発生します。 
•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するとさなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急消火ボタンを押して巧震自 
動消火装置を作動ごせ、しんを完全に下げてか6おこなってください。 

•ストーブを長い間使用しないときは、巧震自動消义装置を作動ごせ、しんを完全に下げたが態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、対震自動消火装置の寿命に悪影響をあたえます。 

•ふをこぼれやすい牛郭-網物の煮たき(保温）に、ストーブを絶対に使用しないでくだごい。 

•しんに夕ールび付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作が重くなり、巧震自動消火装置び作動しても 
消乂性能び营しく悪くなり、火災の原因になります。 


• 時間に余裕がない場合は、ガードを開き、燃焼筒の上にコッブー杯に〇〇の《程度)の水をかけて消火し 
て < ださい。 


水をかけると水蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないよラに、手 
袋をはめるか、手にタオルを答くなどしてか!5おこなってください。また、あとで油受けざら内の水 
の入った巧油を抜さ、しん交換び必票です。 


•しんが下び5ない原因は、しんに夕ールがたまつていたり、水を含んでいることびありまずので、しん 
の手入れ (14 ページ參照)をおこなラか、新しいしんに交換して<ださい。 


消火後再点乂ずるときの注意 


消火後、約日分間は再点火しないでください。燃焼筒び冷えないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり、 
点乂しないことびあります。 


でるでるおの使いかた 


しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてち、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大さくな!3ないときは、でるでるつまみを 
操作して、しんの高さの調節びでさます。 

/-お願い- N 

•購入して巧めてお使いになるとさや、新しいしんに交換したとさなど炎び巧かに出ているとさに、でるでるつまみを⑨や 
③にはめ曾えるとがび大をくなりすざ、すすび発生することびあ0ます。炎げ大さ<ならない時む外は、でるでるつまみ 
を①で使用してください。 

•不良な油や変質口油を使用して、しんに氷や夕ールび付着したときは効果びない場合びあります。その場合は14ベージ凸： 
んのをんれをずる1の項を参照してしんの手入れをしてください。それでも良くならない場合は、しんを交換してください。 



徳いかた 
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点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 1 

1 

f 検•手入れをおこなうときは j 

1•ストーブを消义し、本体の温度び充分に下がってからおこなってください。 

♦手をけがしないように、手袋をはめておこなってください。 

•巧震自動消火装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

•がず電池ケースか5乾題池を取りはずしてか5おこなってください。 


がおぶ in 。 



点お内容 

処固方ま 

ス1^ープの 
周囲 

•ストーブの周囲に可燃物や障害物びあ0ませんか。 
[火災の原因にな0ます] 

•常に整理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないで < ださい。 

油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 

•油タンク、油受けざら、置台の表面に、油げこぼれた 
り、たまったり、にじんでいませんか。 

[火災の原因になります] 

•こぼれたり、たまったり、にじんだ 巧す 一二 

油はされいにふをおってくだごい。せ部 
•油タンクの給油ロロ金の、弁部など 
にはさまっているごみなどを、取り 
腺いてくだごい。 

油漏れ 

•油漏れはありませんか。 

[火災の原因になります] 

•油び漏れている塌合は、ずぐに使用をやめ、お買上 
げの販売店に修理依頼をしてください。 

巧筒 
(ガラス） 

•欠けたり、割れたりしていませんり、。 

[異常燃焼の原因にな D ます] 

•お買上げの販売店に相談して、新しいが筒(ガラス） 
に巧換してください。 


1箇月に1回 W 上 


点お箇所 

点巧内容 

処面方ミ去 

ほこ0 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案内 
筒下部） 

•反射おや屋台にほこ0がたまっていませんか。 

前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこんでいま 
せんか。 

[異常燃焼や乂災の原因にな0まず] 

•巧、14ぺージの n 會 11期間 _ 

を南 U をが圖音).]の！〜5 

項を参照して本体を取0はず 

し、屋台と油受けど5の隙間，产 

(糊こしん案內筒の下部 } のほ-^ 夕だ 

こり、ごみなどを取りのぞい 

てください。畢気掃除機での 

い取るのち勁栗的です。 - 

巧顆自動 
消义装置 

•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置台をゆ 
すると、巧禁自動消火装置び作動し、そのとをしんび 
下がり、しん調節つまみの目印び r 緊急消义位置」に戻 
0ますか。 

[確実に消乂することを確認] 

•しん調節つまみの目印び r 裝急消义位を!に戻らない 
場合は、しん、感霖部の頂の点検をしてください。 
•販売店に修理依頼をしてください。 


2箇月に1回 W 上 


点檢茵巧 

点巧内容 

処 B 方を 

乾醒池 

•点火プラグのスパーク音は、「ビィー」と鳴0ますか。 
[乾電池の電圧(消耗)点検] 

•音びかすれる場合は電圧び下びっています。 

新しい乾電池に资換してください。 

燃焼筒 

• ‘臟焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着していま 
せんか。 

[異萬燃焼の原因にな0ます] 

•プラシなどを使って、燃えかずや、ずずをおり赚き、 
されレに掃除してくださし'1。 

しん 

• しんの先端にタールび付着して、固くなっていません 
か。 

•夕ールが付着している墙合は、14ぺージ1しんの手 
入れをずる1にがって、しんの丰乂れをお广なって 
く抗し、。 す、 p 日ぃ 

女しんに夕ールが付着していると、巧のよラな不具合'! 
が凳生しまず。 

ム貞い N 

• しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いで < ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてください。 

• しんの手入れをおこなってを効果のない場合は、 

[ 新しいしんに交換して < ださい。 

•消义操作をしてお、しんび下びらず、消火しない。 
•しん上下の操作び重く、スムースにでをない。 

•点火操作をしてを、点义しない。 

,•燃焼筒び赤熱しなかったり、燃焼中ににおいがする, 

感麗部 

•感疆部にごみの付着や簡はあ D 

[対震自動消火装置び正しく作動 

•ごみやほこ0は、やわらかレ巧でされいに面を 取っ 
てください。 

•鐘び多量に発生している場合は、お買上げの販売店 
に修理を依頼してください。 

点乂プラグ 

•点火プラグび、カーボンやタールで巧れていませんか。 
• 点火プラ グびしんに < い込んでいまはんか。 

[点乂不良の原因にな0ます] 

•点火プラグが巧れているとをは、にページに従って 
点火プラグの掃除をして < ださい。 

•点乂プラグびしんにくい込んでいるとさは、12ペー 
ジの1しんの修正1をしてください。 
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点火プラグび破損していなしめ、確かめる。（破 
損している場合は販売店に連絡する） 

しんの修正をする。 

点火プラグを掃隙する。（にべージ参照） 
製品内部を掃除する。 （11 ページ参照） 


ショートしないよラになおす。 
不明のときは販売店に連絡する。 


コードびはずれているとさは正しく差し込む。 
その他は販売店に連絡する。 


正し < 入れ直す。 


給油□口金を正しいちのに取0換える。 
(7 ページ参照） 

新しい乾電池に交換する。 


正常な巧油に交換する。 


しんにタールびつ < 原因となるので、正常な 
灯油に交換する。 


が筒（ガラス）を交換する。 


しん調節器の上面にタールがついていない 
か、効纖焼筒下部に不揃いびないか調べる。 


巧炎筒、が炎筒び変おしていないかを確かめ 
る。（変形している場合は販売店に連絡する) 


点火してから、必ず燃焼筒つまみを持ってち 
ちに2〜3回動かす。 


しんの手入れめ、ら焼きクリーニンク’)をする。 
または、新しいしんと交換する。 

油受けざら、油タンク內の'灯油を正常な'な 
油に交換する。 


しん調節器か5しんをはずしてよく乾燥し 
てから、しん調節器に取0付ける。油受けざ 
5巧の水を巧<。 


しんの高さを調節する。 
新しいしんと交換する。 


しんを下げて、炎を調節する。 


故障 • 異常の見分け方と処置方法 一 修理を依頼される前に一 


_ 定期点横のおすずめ （2 シーズンに1回) 

• 長期間ご使巧になりますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シースン終了後などに、お買上げ巧、または、修理賀格者 
[(貝；})日本石油燃焼機器な守協会 ( TE し 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了着（石油機器技術管理±)など] 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします 


I ガードを取りはずし、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、点 力’- 嘿ず L 。、 た 

乂プラグの電極や梶テ部分に付着した巧れを取0除いて<ださい。 

’掃除び終りましたら、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガー■ドを取り付け、 

乾電池を取り付けて正常に点火するかどラか確認してください。 

I 点火しにくかったり、点义しない場合は、 r しん巧擾 正1をするか、をう一度き 
れいに掃除し直してください。 

又、しんの手入れ(かち焼きクリーニング)をおこなラと、点火プラグに付着した 
ミちれび取れやすくなります。04ぺ~ジ 【しんの手大れをずる I 参照) 

-しんの修止-- J - 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点火フラグ近くのしんの側面を内側に、割0害などで軽く •二 ':I 
押さえるよラに撫でて、しんを整える。 ^ ' 

•一度しんを下げてか6燃焼筒をのせ、点火してください。 巧 


点义プラグ 



このが分_を掃除する 



しんと点义フラグの間をかし離す 


しんの出週ざ。 


しんの出び少ない。 


しんに水を含んでいる。効まミ由受け 
ざ6巧に水び入っている。 


しんに タールび ついている。 


燃焼筒びしんの上にのっている。 


燃焼筒の変形。 


しん調節器と燃焼筒との間にすさ間 
びある。 

が筒（ガラス）にひびや割れがある。 


巧油び変質している。（巧れた油や 
ポリ容器で1年間持ち越した油など） 


灯油び水やごみを含んでいる。 


給油□□金び間違っている。 


BBlIlll 
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關田曲! 


乾電池び消耗している。 


B 曲 


点火プラグの電極び正常でない。 


点火プラグびしんにくい込んでいる。 
点火プラグび巧れている。 


製品内部に、ほこり、ごみびたまつている。 


III 


■I 

1 
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この表け外の不具合びあるときは、お買上げの販売店にご坦談ください。 


乾軍池の消巧び激しい 


火の回りび遅い 


しん上下の操作び重 S 


炎びかたぶる 


しんび下びらない 


ホ火や、ずすび出て燃える 


簽さ <璧巧.潛をしまラ 


点火しない. 


故障.異常箇所 


お手入れ•お管 











































部品交換のしかた 

••バ ' ， 


いム A しんなどの交換部品は、必ずトヨストーブ純正部品(指定部品)を使用してください。 

/ V\/±m 純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なうばかりでなく、故障や予想しない事故が発 

~ 生するおそれがありまず。 

_ _ _ _ __ 


•替えしん、巧筒(ガラス)、燃焼筒などの交換部品が必要な場合は、お買上げの販売店にご相談ください。 
•部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様相談客'口一篇」までお問い合わせくださ•い 


部品交換のときのミ主意 


’ご自分で部品交換される場台は、下記の巧目を守り、やけどや感電、けびなどしないようま意しておこなってください。 

①手をやけどしないように、ストーブは消火し、温度び充分下びるまで待ってください。 

③感電しないよラに、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③手をけがしないよラに、手袋をはめてください。 

’不完全な修理はち険です。お買上げの販売店か、（財)曰本石油燃焼機器お守協会でおこなラ技術管理講習会懷了着(石油機器巧 
術管理±)などのいる販壳店で修巧依頼されることをおずすめしまず 


しんの交換のしかた_ 

トヨストーブ純正適をしん 

トヨ耐熱しん第1巧種 1 商品コード:11256907 


外筒（大）の交換のしかた 


しんの交換方法•ミま意巧容は、耐熱し 
んに添付ごれてし、る取扱説明書をお読 
み < ださい。 


J 旧適合検査合格品はこの 
マークび貼ってあ0ます。 
マークの色彩は、白地にホ 
インクで表示されています。 


適さ州奇(大) r 商品コード:11021002 I •州寄(大)が割れたり、ありや巧れがふき取れない場合は、交換してください。 

- — -^- * が筒(大)はガラス製ですか6、けびをしないよラに、取り巧いにを意してくだごし、。 

1ガードを開いて、燃焼筒を取0出します。 


列筒キャップの内側のつめを、マイナスドライバーなどで起こし、1 
别筒キャップを取りはずしてか5、ちい列筒(大)を取0はずします。 

新しいが筒(大)を、ゆっくりとはめ化みます。 

2項ではずした列筒キかップを燃焼筒ガードにかぶせ、が筒キャッ 
プのつめを3箇所づつ巧ごえ固定します。 = 


燃焼筒の交換のしかた 


適合燃照筒 r 商品コード:11017806 I •燃焼筒の内炎筒•外炎筒などび変おした場合や、が筒(ル）（ガラス）び割りたりした場合は、 
' -^- ' お買上げの販売店、または、別紙の}を兽 in 露憂〇こ酱]までお問い合わせくださし、。 

点乂プラグの交換のしかた 


•点义プラグを巧換ずるときは、お買上げの販売店または、別紙の霞養までお問いさわせくだ立い。 


乾電池の交換のしかた 


• 6ぺージ r 乾壁逝を取-り-が ける I を参照して、必ず4個とも巿版の巧しい乾電池弹二お乾電地〕にで換してください。 
•取りはずした古い乾電池は、表示してある使用推奨期限巧は、電池能力び残っていれば他の製品に使巧でをますので、再利用 
されることをおすすめします。 


保管（長期間使用しない場さ) 




油タンク内の灯油を抜を 
取る。 

ストーブから油タンクをおり出し、 
市販の給油ポンプ(手動式)で、油 
タンク內のな油を抜き取ってくだ 
ごし、。 

•わずかに残った灯油は、油タン 
クに給油口□金をおり付け、油 
受けを本体の中か6取り出して 
給油ロロ金に押し当て、油タン 
クを上下にゆすって抜いてくだ 
ごい。 



2 


電池ケースから乾電池を取り出し 
て < ださい。 


緊急消火ボタン 
を巧して、消火 
装置を作動させ 
てから、ガード 
を開いて、燃焼 
筒を取0出して 
<ださし、。 











■還' O 舞, 


「しん調節つまみ」を引さ抜いて 

くだごい。 


本体の両側面と背面にある止めねじ3本を、取りはずし 
てください。本体を前ちに側ブなびら、ゆっくりと上方 
に持ち上げて取りはずしてください。 




油受けざ5巧のな油を抜き取る。 

油受けを巧り出してか6、油受け 
ざら內の巧油を巿おの給油ポンプ 
(手動式)で巧を取ってください。 ^ 

•油タンク、油受けざらにかやご< \ 

みび残ったままな管すると、請^ グみ 一》«>■. 

や巧あきの原因にな0ます。き ^：：Ai 
れいな；な油ですすぎ洗いをして5：：：：^ \ ^ 
くだごい。残った灯油は、巧切 
れなどで吸い取って<ださい。 

本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせてください。 

灯油を巧いた油タンクを本体にセットしまず。 

しんの手入れをする。（か！5焼をクリーニング） 
-お願い->, 

I しんの手入れは、風があたる場所ではおこなわないで 
ください。 

I しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気を 
おこなって < ださい。 


• しんの先端び固<なっている時 , 

は、ラジオペンチなどで固い部 X 

分を軽くつぶしてからおこなっ j い 

①益誌施作をして、正しくろ^^^^ 

議させてくだご 
③火力びかさくな〇たら、しんを 
-杯に上げて自然に消火するま 
で燃やしをってくだごい。 ' 


10電池ケースか 5 乾電池を取りはずす。 
t -お願い- N 

•乾電池を取りつけたまま保管ずると、お漏れしてスト 

—ブを腐食をせることびあります。 

>- - - ) 

11巧震自動消乂装置を作動させる。 

巧震自動消火装置を作動させ、しんを下げた状態にして 

ください。 

1ク点検、掃除をずる。 

■一 ①。、にページの I 馬该•手入れのしか た I の項目にし 
たびって、点お、手入れ、掃除をしてください。 

② ス I ブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるも 
のは新しいをのに交換してください。 

⑤ストーブの巧れは、めれた巧でふいて落とし、乾いた 
巧で水気を取0除いて < ださい。 

13収納ずる。 

①□金開閉具は紛失しないよラに、本 
体背面のち側上部にある 「 T 」 お巧に 
引っ掛けて保管してください。 お 

口金開閉具についた灯油は、よくふ 
き取ってくだごい。 )10 \ 

③ 包装箱に入れて、湿気のかない場所 / 

に保管してください。 舍 

「取扱説明書」や「保謡書 J も忘れずに 
大切に保管してくだごい。 

( -お願い- N 

•高温を湿、直が日光の当たる場所には、巧营しないで 

<ださい。 

錯が出たり、樹脂部品が変おずる原因になります。 

•油タンクはな油を巧き、本体に セツ トして保营してく 

ださい。 

•灯油は、密質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使 
いさる）よラにしてください。 

•取りはずした乾逗池は、表示してある使用推奨期限のは電 
池能力びのこつていれば他の製蟲に使用でさますので、再 
利用されることをおすすめします。 


廃棄ずるとき 


巧〜14ぺージの (長期間使用しない場合） I の1〜6垣を参照して、油タンク、油受けざら巧の灯油を抜き取り、電池ケースか 
6乾擊池を取りはずして廃棄してください。 




暖房 

虫 

力 

油タンク 

容量 

燃焼継続時間 


RC - D 285 E 


自然通気形開放式石油ストーブ 


しん式•放射形 


輩池点火〔単二形乾電池4個 • 別売〕 


灯油 ( J に1号） 


.267 し /h 


2.75 kW 


3.6 L 


約13時間 


外形寸法 
(置台を含む) 




453 mm 


428 mm 


315 mm 


約 7.6 kg 


普通筒しん 


トヨ耐熱しん第に9種 


65 mm _ 

2.5 mm 


135% 


巧震自動消火装置（しん降下式) 


口金開閉具 （1 個） 






























アフターサービス 


保証について 


•添付しておりまず巧証書は販売店で巧定事項を記入しておミ度ししますので、お黄け取りください。記載内容をご確認のうえ大 
切に保管して < ださい。 

★保証期間は、お買上げの曰より1年間でず。 

(■ -お願い-^ 

つざのよラな原因による故障および事故につ定ましては、保証の巧をとなりませんのでごを意<ださい。 

(1) 変質灯油や不純打油など、また巧油しソがの燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりやちれなど、手入れのゆきとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品じ(がのをのを使用したり、しんにタールび付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん)の故障。 

け）この刺及説日月書かを意害、ラベル類による指示、危険•を告•を意•お願い事項び巧6れず、誤った巧い方をされた 
場合の故障や事故。 

• その他詳細の保証内容については、保訝書の記載內容をご覧ください。 


修理を依頼ずるとさ 


• 「故障-異常の見分け方と処置方汹 （12 ぺージ)になって、お調べください。 

直らないとをは、ご使用を中止し、必ずお買上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連絡いただをたい内容は次の通りです。 

① お名…石油ストープ(自然通気形開放式石油ストープ） 

② 型式の呼び… RC - D 28 己 E 

⑤ お買上げ年月曰 

④故障の状況(できるだけ具体のに） 

⑥ おなまえ，おところ，電話番号 

•修理に際しましては、保詔書をご提示くだごい。保証書の規定になって、販売店び修理させていただきます。 
•保甜期間び過ぎていてを、修理すれば使用でをる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。 
•修理料金は、技術料，部品代.出ミ長料などで構成されています。 


A ま意 

修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場きは、電池ケースか6乾涅池を取りはずして、 

、 

A 

油タンクを巧を、油受けざらのな油を必ず巧いてください。 

運}般の途中に打油がこぼれ、周囲をミちずおそれびありまず。 

指お 

• 



補修用性能部品について 


• 石油ストーブの補修用性能部品の保ち期間は製造打切り後6年です。 
• 補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部蟲です。 


故障•修理の際の連絡先 


アフターヴービスについてわか6ない場さは、お買上げの販売店、または、ちよりの f お客薇肩殼窓日^房](別紙参照)までお 
問い合わせください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

RC-D28 曰 E 

お買上げ年月日 

N 

年月 曰 

お買上げ店名 

V 

(電話番号 ）（ ） 一 

ノ 


株式会社 1 - 31 -= 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町己番] 7号 
干 467— 08己己 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


反 

右ルブだを餐1 


ミミ I きミな式を巧トヨトミは快遇巧巧の一巧としてこの巧巧説明涅は再生紙を使用していまず。 

まを江用 







